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令和６年度 教育委員会の活動状況に関する点検・評価について 

 

はじめに 

 

１ 趣旨 

  本報告書は、効果的な教育行政に資するため、令和６年度における教育委員会の主な

活動状況や実施状況についてまとめ、その結果を作成して議会に提出し、住民に公表す

る。 

 

＊地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抜粋) 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第１項の規定により、教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第４項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む)を含む。)の管理及び執行状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検・評価の対象 

点検・評価の対象は、遠別町総合計画並びに令和６年度教育行政執行方針に基づく事

務事業を基本に、教育委員会の主要な施策・事業を対象とする。 

 

３ 点検・評価の方法 

点検・評価にあたっては、事業の進捗状況を明らかにするとともに、令和６年度に実

施した主要施策の実施状況について自己評価（内部評価）を行い、その結果の課題等を

分析し、今後の方向性を示すこととする。 

 

４ 点検・評価の公表 

  教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書は、議会に提出するとともに町民に

公表する。 

 

５ 教育委員会の活動状況 

令和６年度教育委員会の会議は、教育に関する行政課題に対応するため、原則公開に

より、毎月１回開催を基本とし、規則の制定、学校をはじめとした教育機関の運営、各

種委員の委嘱など審議を重ねて方針を決定している。 

また、委員の研修を図り教育行政の理解を深めるとともに、小・中学校への学校訪問

などによる学校教育活動及び各種社会教育事業の推進を図っている。 
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（１）委員構成 

職  名  氏  名       任        期 

教育長 佐藤 裕昭 平成３０年 ３月１４日～令和 ６年１２月 ２日

教育長職務代理 小田中 紀仁 平成３０年 ３月１４日～令和 ９年１１月１９日

委員 平成２４年１１月２０日～平成３０年 ３月１３日

委員 山本 大樹 平成２８年１１月 ７日～令和 ９年１１月 ６日

委員 南山 君子 平成３０年 ９月１０日～令和 ７年 ３月１１日

委員 今井 彩佳 令和 ７年 ３月１２日～令和１０年 ３月１１日

 

 

（２）教育委員会会議の開催 

① 審議案件の処理状況 

議案 ２５件、報告 ２２件、協議 ２件 

② 会議の開催状況   （定例会:１２回、臨時会：１回） 

日  程 区 分 付 議 案 件 等 

第５回 

4 月 25 日 
定 

報告 

・令和６年度遠別町立小・中学校の主任命課状況について 

・令和６年度遠別町立小・中学校の学級編成について 

・社会教育委員の委嘱について 

・スポーツ推進委員の委嘱について 

議案 

・遠別町学校管理規則の一部を改正する規則について 

・遠別町立学校職員ストレスチェック制度実施規程について 

・令和６年度遠別町社会教育推進計画について 

・教育委員会職員の人事について 

第６回 

5 月 28 日 
定 

報告 
・バレーボール少年団遠別イーグルスの全道大会出場について 

・第 44 回北海道中学生バレーボール選抜優勝大会結果について

議案 
・令和６年度教育費等予算の補正について 

・学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

第７回 

6 月 19 日 
定 議案 

・全道・全国中学校体育大会等出場に係る補助金交付要綱の一部

改正について 

・遠別町特別支援教育就学奨励費事務取扱要綱の一部改正につ

いて 

第８回 

7 月 25 日 
定 報告 

・令和６年度中学校体育大会の出場結果について 

・バレーボール少年団遠別イーグルスの全道大会・全国大会の出

場について 

・夏季休業中の「学校閉庁日」の設定について 

・令和６年度教育費等予算の補正について 

・教育委員会事務局人事について 
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第９回 

8 月 7 日 
臨 

報告 

・第７採択地区教科用図書採択教育委員会協議会の採択結果に

ついて 

・令和６年度 全国学力・学習状況調査結果について 

議案 
・令和６年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」へ

の市町村別結果の掲載について 

第 10 回 

8 月 23 日 
定 

報告 
・令和６年度中学校体育大会全道大会結果について 

・第 44 回全日本バレーボール小学生大会結果について 

議案 

・教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書（令和５年度

対象）について 

・令和６年度教育費等予算の補正について 

第 11 回 

9月 24日 
定 

報告 ・遠別中学校建設工事請負契約の締結について 

議案 
・全道・全国中学校体育大会等出場に係る補助金交付要綱の一部

改正について 

協議 ・学校訪問の日程について 

第 12 回 

10月 24日 
定 議案 ・令和６年度教育費等予算の補正について 

第 13 回 

11月 22日 
定 議案 

・令和６年度教育費等予算の補正について 

・遠別町教育委員会教育長の辞職の同意について 

第 14 回 

12月 24日 
定 

報告 
・令和７年遠別町２０歳を祝う会の開催について 

・冬季休業中の「学校閉庁日」の設定について 

議案 

・令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北 

海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載について 

・令和６年度遠別町優良青少年顕彰の被表彰者の決定 

について 

第１回 

１月22日 
定 議案 

・遠別町教育委員会の公印に関する規程の制定について 

・遠別町教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

第２回 

2月 25日 
定 

報告 
・「令和７年度北海道遠別農業高等学校入学者の出願 

状況」について 

議案 

・令和６年度教育費等予算の補正について 

・令和７年度教育行政執行方針について 

・令和７年度教育費等予算について 

協議 ・各学校卒業式の日程について 

第３回 

3 月 24 日 
定 

報告 

・令和７年度教育費等予算の補正について 

・教職員人事内申について 

・教育委員会事務局人事について 

議案 

・遠別町公立学校情報機器整備事業計画の策定について 

・遠別町スポーツセンター職員事務分掌規程の一部を改正する

規程の制定について 

・遠別町生涯学習センター図書室利用規程の一部を改正する規

程の制定について 

 

 



－ 4 － 
 

６ 教育委員会委員の主な活動状況 

（１）遠別町立学校職員辞令交付式             Ｒ６. ４. ５ 

（２）管内市町村教育委員会、総会、研修会（留萌市）    Ｒ６. ４.１２ 

（３）遠別農業高等学校生徒募集中学校訪問（増毛町～天塩町）Ｒ６. ６.２４ 

       〃          （音威子府村～猿払村）Ｒ６. ６.２５ 

       〃            （中川町～稚内市）Ｒ６. ６.２６ 

（４）北海道市町村教育委員研修会（札幌市）        Ｒ６. ７.２０～２１ 

（５）遠別農業高校生徒募集中学校訪問（札幌市内）     Ｒ６. ９.１８～１９ 

（６）留萌管内市町村教育委員会委員研修会（留萌市）    Ｒ６.１０.２１～２２ 

（７）委員学校訪問（遠別小学校、遠別中学校）       Ｒ６.１０.２４ 

遠別農業高校生徒募集中学校訪問           Ｒ６.１１.12・14・18 

（８）遠別町総合教育会議                 Ｒ６.１１.２２ 

（９）令和７年新年交礼会                 Ｒ７. １. ６ 

（10）令和７年遠別町２０歳を祝う会            Ｒ７. １.１２ 

（11）議会関係 定例議会への出席 ６月・９月・１２月・３月 

 臨時議会への出席 ７月・１１月 

（12）その他関連事業 

 入学式 運動会等 学校祭等 卒業式 

遠別小学校 ４月 ６日 ６月 ８日 １０月１２日 ３月２０日

遠別中学校 ４月 ６日 ６月 １日 ９月２８日 ３月１２日

遠別農業高校 ４月 ８日 ９月２２日・１２月２１日 ７月 13･14 日 ３月 １日

 

 

７ 教育委員会関連委員会の活動状況 

 

（１）社会教育委員会議・研修会 

 ① 第１回社会教育委員会議 

   期 日 令和 ６年 ４月２４日 

   内 容 令和６年度社会教育推進計画について 外 
 
② 第２回社会教育委員会議 

   期 日 令和 ６年１２月１０日 

   内 容 令和６年度１０月までの社会教育事業の反省評価について 

次年度に向けた事業の企画・立案について 外 
 
③ 第３回社会教育委員会議 

   期 日 令和 ７年 ３月１８日 

   内 容 令和６年度社会教育事業反省評価について 
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       令和７年度遠別町教育行政執行方針について 

       社会教育事業の企画・立案について（グループワーク） 外 

 
 
（２）スポーツ推進委員会議 

 ① 第１回スポーツ推進委員会議 

   期 日 令和 ６年 ４月２６日 

   内 容 令和６年度スポーツ事業について 

各種研修会等について  外 
 
② 第２回スポーツ推進委員会議 

   期 日 令和 ６年１０月１８日 

   内 容 令和６年度スポーツ事業の反省評価について 

       令和６年度今後の事業等について 外 

③ 第３回スポーツ推進委員会議 

   期 日 令和 ７年 ２月２８日  

   内 容 令和６年度スポーツ事業の反省評価について 

       令和７年度社会教育推進計画（案）について  外 
 
（３）学校給食センター運営委員会議 

 ① 第１回学校給食センター運営委員会議 

   期 日 令和 ６年 ７月１１日 

   内 容 令和６年度学校給食実施計画について  外 

 

（４）学校運営協議会 

 ① 第１回学校運営協議会 

   期 日 令和 ６年 ５月２７日 

   内 容 学校運営基本方針について  外 

 

 

８ 主要施策に係る事務事業の実施状況 

   第６期遠別町総合計画の基本目標である【第４節 人を育てる、えんべつの学び】

の施策体系に基づき、令和６年度教育行政執行方針に示された主要施策に係る事務事

業の実施状況について自己評価（内部評価）を行った。 

 

（１）点検・評価施策シートについて 

     各点検・評価施策シートを、①執行方針・目的 ②推進項目 ③事務・事業 ④

改善点 ⑤自己評価（現状の課題・問題点、今後の方向性）の５項目とする。 

 

  （２）主要施策の構成 

１ 確かな学力の定着 

２ 安心・安全な学校施設の整備 

３ 遠別農業高等学校への支援 
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４ 生涯学習の推進 

５ 芸術文化の振興 

６ スポーツの振興 

 

（３）点検・評価について 

     教育委員会による自己評価については、改善、見直しにつながることが重要で

ある。教育委員会による行政主体事業と各協会等の町民主体による自主事業など、

町民と行政による役割分担を明確にし、町民の主体性を育てていかなくてはなら

ない。事務事業の費用対効果の判断は行政評価をするうえで重要であるが、教育

は人づくりにあるという基本理念に基づき、早急な成果を求められるものではな

い。事務事業の評価にあたっては、短期的、中期的、長期的とそれぞれの見地に

立って評価し、将来像を見据えた具体的な展望を示していかなければならない。 

 

（４）他者評価（外部評価）について 

     教育委員会事務局による１次的な自己評価（内部評価）と、教育に関する評価

の客観性を確保するため学識経験者から意見を聴取して、２次的な他者評価（外

部評価）を行った。 

 

 

    外部評価者 

氏   名 役   職   等 

草 刈  忠 和 元遠別町教育委員会委員、元遠別町青少年育成委員連絡協議

会会長 

 磯 部  いづみ 元遠別農業高等学校ＰＴＡ会長 



－ 7 － 
 

令和６年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 １ 確かな学力の定着 

執行方針・目的 

確かな学力の定着と健全な心身の育成を図るため、ＴＴ、習熟度

別授業、放課後及び長期休業中における学習会の実施により、知識

だけではなく、人間関係を含めた、きめ細やかな指導に努め、基礎

学力の定着を図る。 

外国語教育やＩＣＴ教育、学力支援向上業務（学習塾）など、よ

りよい社会の構築に繋がる取組を行う。 

特別支援教育支援員、学習支援員を適切に継続配置し、保護者、

地域、関係部署と密接に連携し、個々の状況にあった児童生徒の教

育支援に努める。 

推 進 項 目 

・全国学力・学習状況調査結果の分析と積極的な活用 

・ＩＣＴ機器等を有効活用した授業の更なる向上 

・デジタルリテラシー（活用されているデジタル技術に関する知 

識）の正しい理解 

・特別支援教育支援員及び英語指導助手の適正な継続配置 

事 務・事 業 

・小・中学校教育振興事業 

・各種補助金交付事業（児童生徒健全育成連絡協議会、教育振興会、

クラブ活動事業、必要物品補助等） 

・遠距離通学費補助金及び補助教材購入補助金の交付 

・特別支援教育支援員及び英語指導助手による教育支援 

改 善 点 
・ＩＣＴ教育における、適切な使用と方法を教員が理解し、指導能

力の向上が必要 

自 
 

己 
 

評 
 

価 
現 状 

課 題 

問題点 

ＩＣＴ教育は次の時代へと変化していくことが予想され、さらな

る機器の有効活用のほか、デジタル詐欺などから子どもたちを守る

ため、正しい知識学習した上で、利用者モラルの定着を図る必要が

ある。学校だけではなく家庭の中でも正しいＩＣＴ機器利用に向

け、保護者との連携や情報共有をこれまで以上に行っていく必要が

ある。また、学力向上に向け、学力調査等、様々な角度から分析を

進め、児童生徒個々に適切な学習指導が必要である。 

今後の方向性 

ＩＣＴ機器を使った教科指導が進み、教育課程の中で、デジタル

技術を活用し、子どもたちの資質向上を図るとともに、インターネ

ット等におけるモラル教育が必要である。ＩＣＴ機器を、いつ、ど

の場面で使用し、何を教えるかということが重要である。 

また、児童生徒に基礎・基本の定着を図るため、ＴＴや習熟度別

指導など児童生徒個々の学習状況に対応した指導の継続を図ると

ともに学校と家庭の連携を深め、児童生徒に規則正しい生活習慣と

家庭学習習慣の定着を図ることが必要である。 
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令和６年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

  

施策分類名 ２ 安心・安全な学校施設の整備 

執行方針・目的 
経年劣化の見られる小学校施設の改修及び中学校校舎改築に向

けた検討を行う。 

推 進 項 目 

・児童生徒が安心・安全に学校生活が送れる施設の整備 

・学校給食センターの施設及び調理機器等の管理 

・遠別中学校建設を着実に進める 

事 務・事 業 

・各学校施設、機器等の維持管理 

・学校給食センターの施設及び調理機器等の維持管理 

・遠別中学校校舎建設に係る補助金等の事務を着実に行う 

改 善 点 
・遠別中学校建設の請負業者等との打合せを行い、建設を着実に進

める 

自 
 

己 
 

評 
 

価 

現 状 

課 題 

問題点 

中学校校舎建設に向け打合せ等を行い事業の着実な進展に努め

るとともに、小学校施設、教職員住宅の適正な管理に努める必要が

あり、学校全体を見渡し計画的な修繕が必要である。 

また、給食センターの施設及び調理機器等の計画的な維持管理も

必要であり、安心・安全な給食の提供に資する必要がある。 

今後の方向性 

小・中学校ともに災害発生時における近隣地域住民の避難場所と

なっているため、防災機能を高める必要がある。そのため、小・中

学校ともに、避難所となった場合の行動を再確認するとともに、小

学校については、老朽化に対応した計画的な整備に努める。 

遠別中学校建設について、請負業者と補助金等のスケジュール等

の打合せを行い、建設工事を着実に遂行する。 

教職員住宅について、適切な管理により生活しやすい環境整備に

努める。 

学校給食センターの施設及び調理機器等の計画的な更新を図り、

安定した給食の提供をしていくことが必要である。 
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令和６年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

  

施策分類名 ３ 遠別農業高等学校への支援 

執行方針・目的 

 遠別農業高等学校の入学者確保のため、農業高校、教育振興会、

地域、行政との連携を密にし、高校の魅力を積極的に情報発信し、

支援していく。 

推 進 項 目 
・入学生確保への積極的な取組 

・遠別農業高等学校の魅力発信 

事 務・事 業 

・遠別農業高等学校活性化プロジェクト事業 

・生徒募集事業（遠別農業高等学校教育振興会） 

・農業高校学校運営協議会への協力 

改 善 点 

・ＩＣＴ機器を活用した教育活動の充実 

・小学校、中学校との連携授業の充実 

・行政と連携し、各マスメディアやインターネットを通じた情報発

信の充実 

自 
 

己 
 

評 
 

価 

現 状 

課 題 

問題点 

本町及び通学可能圏内からの入学生が少ないことや、地元からの

入学生が少ないこともあり、生徒募集はしているものの入学生徒が

少ないことが課題であり、最北の農業高校として、羊の飼育などの

特色を生かし更なる生徒の確保が課題である。また、ふるさと納税

返礼品等活動やメディアを活用した取組により、遠別農業高等学校

の教育活動を紹介、ＰＲを継続的に行うことにより、生徒確保へ繋

げることが必要である。 

日本最北の農業高校、大学への推薦等のＰＲ強化が必要である。

今後の方向性 

遠別農業高等学校教育振興会、遠別農業高等学校、教育委員会、

町が一丸となって、早い段階である６月下旬頃に、留萌管内及び宗

谷管内の中学校訪問等を行い、就学援助内容のＰＲ及び入学生徒の

確保に努める。 

遠別農業高等学校の魅力及び情報の発信に向け、地域や関係機関

と連携し、遠別農業高等学校活性化プロジェクト事業の充実に努め

ることや町内各イベントへの参加促進や遠農高マルシェを継続し、

地域の意見を聞きながら、新たな商品開発等に努める。 

地域と学校の架け橋となる、遠別農業高校学校運営協議会へ協力

し、地域の魅力を学校内に取り入れ融合していただくための協力を

十分に行うことが必要である。 
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令和６年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 ４ 生涯学習の推進 

執行方針・目的 

 生涯にわたって学び続けることは、豊かで充実した生活を送るこ

とだけでなく、さらに、主体的に活動することによって、生きがい

のある人生を送ることができることから、活気あるまちづくりには

大切なことである。 

高度情報化、国際化、科学技術の進展など社会の急激な変化への

対応や環境問題などの現代的課題に対応した技術や地域の在り方

を学べるよう生涯学習の推進に努める。 

推 進 項 目 

・幅広い世代の学習機会の充実と活躍できる場の確保 

・子育て世代の仲間づくりと親子のコミュニケーションを深める学

習機会の場の提供 

事 務・事 業 

・各種社会教育事業及び生涯学習事業等の実施 

・各種社会教育団体活動の充実に向けた指導及び団体事業の充実 

・幅広い世代の学習機会の充実 

改 善 点 

・社会教育委員による町民に必要な学習活動の分析、協議を踏まえ

た効果的な事業実施 

・通年型事業の学習プログラムの内容の充実 

自 
 

己 
 

評 
 

価 
現 状 

課 題 

問題点 

各事業によって参加者の増減があるが、全ての事業において目標

を明確にし、達成感を得られることが大切である。 

個人の学習活動の充実だけでなく、社会教育関係団体の会員増大

に向け、文化祭などで発表の場の提供から充実感に繋げることが必

要である。 

各事業について、反省・評価を行い、今後の事業を継続・発展で

きるような記録を残すことが必要である。 

今後の方向性 

第６期遠別町総合計画に基づき、単年度計画の反省・評価を行い

ながら、町民ニーズを把握し、魅力ある事業実施に努めることが必

要である。また、子どもから高齢者まで、現代社会のデジタル技術

に対する知識が必要であり、詐欺被害などに合わないよう知識を付

けることも必要である。 

高齢化社会に対応した事業を実施するとともに、若者世代と交流

するため親子、中学生、高校生などとの学習機会を提供する。 
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令和６年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 ５ 芸術文化の振興 

執行方針・目的 

 文化協会等各種団体と連携を図り、発表機会の場を設け、文化活

動への積極的な参加を奨励し、文化協会加盟団体や文化祭参加団体

を広く募集し地域全体の文化活動の向上を目指す。 

また、優れた芸術文化の鑑賞機会を提供し、豊かな心の育成を推

進するとともに、郷土芸能の保存及び継承の支援を行う。 

推 進 項 目 

・優れた芸術文化にふれる機会の提供 

・町内文化団体等の定期活動の充実と発表の場の提供 

・郷土芸能の育成及び保存 

・町民ニーズに対応し、親しまれ、利用しやすい図書館の運営 

事 務・事 業 

・芸術文化団体及びサークルの支援 

・児童生徒芸術文化招聘事業 

・郷土芸能の育成及び継承支援 

・読書活動の推進 

改 善 点 

・芸術文化関係団体の活動の充実 

・芸術鑑賞事業の内容を充実させ、普段ふれることのできない芸術

鑑賞機会の提供 

・図書館利用者からの意見を取り入れた蔵書整備と利用しやすい図

書室の運営 

・郷土資料館の老朽化に伴う今後のあり方の検討 

自 
 

己 
 

評 
 

価 
現 状 

課 題 

問題点 

芸術鑑賞事業においては、町外を含め広く集客を考慮した演目等

の選択と普段接することができない芸術鑑賞機会の提供の両面を

考慮する。文化団体、サークル等の会員減少及び高齢化が進んでい

ることから、文化祭芸能発表部門の開催時に文化協会加盟団体にこ

だわらず広く参加募集することや、後継者育成を含め、文化・芸能

団体の育成が急務である。 

郷土資料館について、老朽化が著しいことから、施設修繕等の方

向性を検討する必要がある。 

今後の方向性 

各文化団体、サークル等後継者の育成支援並びに文化協会への新

規登録団体の発掘を促進するとともに、文化祭芸能発表部門の発表

者を広く募集することが必要である。 

幼児期からの読書習慣の定着を推進するための方法等について

関係団体と協議し、読書感想文コンクール事業などの読解力を高め

る事業として、適切に事業を進める。 
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令和６年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

  

施策分類名 ６ スポーツの振興 

執行方針・目的 

運動する機会が減ったことを踏まえ、健康保持及び増進やスポー

ツを通じた仲間づくりを目的に、スポーツ協会や各種関係機関と連

携し、子どもから高齢者まで気軽にスポーツにふれあう機会を提供

する。 

推 進 項 目 

・スポーツを通して運動することの楽しさや仲間づくりの推進 

・町民が気軽にスポーツに親しむことができる機会の提供 

・安心・安全なスポーツ施設の管理運営 

・大規模改修後のＢ＆Ｇ海洋センターの利用促進 

・夏・冬休みに子どもたちのスポーツ体験機会の提供 

事 務・事 業 

・スポーツ活動の推進事業の実施 

・スポーツ団体の育成・指導及び各種スポーツ団体事業への支援 

・地域性を活かしたスポーツ教室、講座等の開催 

改 善 点 

・指定避難所としての機能向上と町民が利用しやすい施設とする 

・参加者の学習成果がわかるような教室等の学習プログラム内容の

工夫と事業実施 

自 
 

己 
 

評 
 

価 

現 状 

課 題 

問題点 

生涯にわたり、スポーツを楽しめる環境を整えるため、老朽化し

た各スポーツ施設の補修・改修等を計画的に進める必要がある。 

少子化、高齢化、人口減少など社会変化に対応した事業の実施が

必要である。 

今後の部活動地域移行を考慮し、技能別指導資格の促進や、指導

者の確保及び質の向上に向けた研修会参加促進が必要である。 

コロナ禍後の、運動能力の低下が懸念されており、体を動かすこ

との必要性やスポーツ健康増進のための事業実施が必要である。 

今後の方向性 

スポーツ事業の実施について、スポーツ協会、スポーツ推進委員、

スポーツ少年団本部、町内会等、各関係機関と連携し生涯スポーツ

の町宣言にふさわしい事業を行う。 

町民が安心・安全に利用できるよう各スポーツ施設の計画的な整

備を推進し、スポーツ施設として、各種スポーツ大会が開催される

場合にも、すぐに対応できる施設管理を行う。 

これまで行ってきたスポーツ事業を見直し、継続、改善すること

により、時代に合ったスポーツ事業を展開し、スポーツの指導者の

育成にも寄与することが必要である。 
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９ 外部評価 

 

１ 教育委員会の活動状況・教育委員の主な活動状況について 

教育委員においては、教育委員会会議での協議に加え、小中学校への学校訪問等、現

場の状況確認を行い、児童生徒の様子や学校における現状と課題を把握されており、教

育の質を高めるため、話し合いがなされている。 

教育委員会会議については、毎月１回の定例会が開催されており、その他社会教育委

員、スポーツ推進委員、学校給食センター運営委員の各種会議も通常どおり、事業実施

に向けて協議がされている。 

また、研修会等も実施されており、遠別町の教育のために尽力されている。 

 

２ 主要施策・事業等の実施状況について 

学校教育においては、学力向上のため、児童生徒の状況にあったきめ細やかな支援体

制整備と学習環境整備に向けた取組が行われている。また、近年特別支援が必要な児童

生徒が増加傾向にあることから、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー

を活用し、心の健康や社会性の育成、保護者との懇談なども取組まれている。 

遠別農業高校については、この地域にとって重要な役割を果たしており、地元の農業

技術の発展や若者の育成に大きく貢献している。特に、近年の持続可能な農業の重要性

が高まる中で、農業高校の特色ある取組や加工品が注目を集めており、地域に果たす役

割は大きなものと考える。また、生徒募集について、６月中旬に留萌管内はもとより、

上川、宗谷管内への中学校訪問が出来ているが、目標としている生徒数に達しておらず、

更なるＰＲなどが必要であるのではないか。入寮されている学生をはじめとして、高校

生が充実した高校生活を送り、卒業し、社会生活を楽しんでいただくことを願っている。 

社会教育は、高齢化、過疎化など、社会の環境が変化している中、高齢者に対しての

ＩＣＴ教育なども重要になっていることから、各種事業内容を工夫しながら、進めるこ

とを願う。 

 

３ 総合的な点検評価について 

学校教育、社会教育ともに、執行方針に沿った事業が確実に進められており、改善点

と現状課題を的確に把握し、反省評価のもと、今後の方向性も適切に考えられている。 

学校教育は、新しい学びに対応すべく教育活動がなされており、社会教育においても、

町民のニーズや社会情勢を確認しながら事業展開されている。地球温暖化等の影響によ

り普段の生活においても大きく変化している中、幼児から高齢者まで幅広い事業が展開

されており、今後も生涯にわたり学習できるまちづくりを行ってほしい。 

全体を通して、直面している様々な課題を解決しながら、教育行政のさらなる推進を

願う。 
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１ 教育委員会の活動状況・教育委員の主な活動状況について 

教育委員会においては、月１回の定例会が開催され、多様な課題について協議されて

おり、学校訪問や日々の教育委員会議においての報告などから、学校運営状況や児童生

徒及び教職員の時間外状況などの働き方改革の進展状況確認、諸課題への対応などの把

握に努められている。 

また、コロナ禍後の学校行事の実施に対し、形を変えて実施されており、教職員の働

き方改革の観点からも、教育の資質向上に努められている。 

社会教育においては、社会教育委員会議及びスポーツ推進委員会議における事業の進

捗状況の把握と反省・評価を行い、次年度への課題を確認しながら取組まれている。ま

た、人口減少により参加者は減少傾向にあるが、継続の重要性、事業内容の充実、参加

者が継続して参加できるよう、今後も工夫しながら継続して実施していただきたい。 

 

２ 主要施策・事業等の実施状況について 

令和６年度遠別町教育委員会執行方針に基づき、各施策の方針と推進項目が掲げられ

ており、その実施状況及び現状と課題が示され、課題解決に向けた今後の方向性が示さ

れている。 

学校教育では、教職員の働き方改革の推進のため、校務支援システムを使用し朝の打

合せを簡略化するなど、ＩＣＴ等を積極的に教育現場に導入し、時代の背景にあった教

育活動が出来ている。また、小・中連携として、校務支援システムの中に共通の掲示板

などを設置し、連絡を取り合える体制づくりや、小・中学校の教員がそれぞれ授業を参

観し合うことで課題を探り、日々向上に努めている。習熟度別授業やＴＴ指導に加え、

特別支援教育支援員と連携しながら、放課後学習や長期休業中の学習会なども実施し、

きめ細やかな学習指導が行われている。 

遠別農業高校への支援については、地元入学生の確保が課題ではあるが、生徒の進学

目的も様々なことから、関係機関が一体となり、生徒増に向けた取組が必要であるため、

今後もＰＲ活動を維持し、生徒確保及び卒業に向けた支援に努められたい。 

社会教育事業においては、長年にわたり継続している事業も多いが、社会情勢を見据

え、見直すことが必要と思われる。また、社会教育団体等の高齢化が大きな課題となっ

ており、今後の事業展開を期待する。 

 

３ 総合的な点検評価について 

今後は、遠別中学校の建設を着実に進めるとともに、より一層、地域人材や学校間連

携等、子どもたちが未来に向けたスキルを身に付けるため、さらなる取組みを進められ

たい。 

社会教育においては、事業の必要性を確認し、子どもや高齢者だけではなく、今現在

地域を支えている青年世代への教育も考慮し、魅力ある事業展開を進めていただきたい。 


